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１．志津見ダム水源地域ビジョン策定の流れ 

 

 

 

 

【第１回委員会からの主な変更点】 

①第２回、第３回委員会の開催 

・志津見ダム水源地域ビジョンの検討状況の確認を追加 

②語る会開催回数の追加 

・第 1 回のご議論の内容を踏まえて、意見をとりまとめる方向性を検討し

た結果、開催回数を追加した方がより充実した議論が展開され、よりよ

い計画に結びつくと判断し、当初３回と予定していた開催回数を４回に

変更 

 

※赤文字は、第１回委員会資料からの修正箇所を示す。 

 

【第３回委員会】 

■志津見ダム水源地域ビジョンの策定方針の審議 

・第１回委員会での審議事項を踏まえて修正した基
本方針等の内容についての審議及び承認 

■ビジョン策定の方向性の審議 

・今後の進め方（ビジョンの施策、とりまとめ）に
ついての審議 

【第２回委員会】 

■委員会の設立 

・水源地域ビジョンの内容確認 
・規約についての審議 
・委員長の選出 

■ビジョン策定手法の審議 

・策定組織、策定手順、広報、策定スケジュールに
ついての審議及び承認 

■志津見ダム水源地域ビジョンの理念・目標・ 
基本方針の審議 

・地域の現状、周辺整備の状況、地域住民の意向等
の把握 

・理念、目標、基本方針（案）についての審議 

【第１回委員会】 

■語る会のすすめ方 

・語る会の位置づけ、目的等の説明 
・ビジョンの理念・目標・基本方針の意見交換 
・今後のすすめ方についての説明 

■地域活性化に向けた活動についての意見交換① 

・水源地域ビジョンにおける取り組み事例の紹介 
・基本方針に対するイメージ・キーワード、取り組
みアイディア出し 

【第１回語る会】 

■地域活性化に向けた取り組みについての具体化作
業① 

・出されたアイディアを施策としてとりまとめ 
・各施策について、難しさと取り組み時期への思い
を表に整理 

【第２回語る会】 

【第３回語る会】 

■志津見ダム水源地域ビジョン推進体制についての
意見交換 

・具体化した取り組み内容を実行するうえで必要と
なる組織の役割や、取り組みの進め方、メンバー
構成等についての意見交換 

■志津見ダム水源地域ビジョン（素案）の確認 

・これまでに話し合った取り組み内容等をビジョン
（素案）の形でまとめ、内容について確認 

【第４回語る会】 

■地域活性化に向けた活動についての意見交換② 

・基本方針に対するイメージ・キーワード、取り組
みアイディア出し 

■先行的取り組みの検討 

・短期的取り組み施策の中から、先行的（１年目）
に取り組む施策を選定し、内容等について意見交
換 

■地域活性化に向けた取り組みについての具体化作
業② 

・各施策について、主な取り組み内容を踏まえて、
実施時期（短期・中期・長期）を決定 

H24.1.11開催

H24.1.25開催

H24.2.10開催

H24.2.27(予定)

H23.12.12開催 

H24.2.20開催 

H24.3中旬(予定)

■志津見ダム水源地域ビジョンの検討状況の確認 

・第１回委員会、第 1～3 回語る会の内容および広
報資料についての確認 

■志津見ダム水源地域ビジョンの審議 

・志津見ダム水源地域ビジョン（案）について、地
域活性化方策及びビジョン推進体制について審
議・合意形成 

■志津見ダム水源地域ビジョンの検討状況の確認 

・第２回委員会、第４回語る会の内容および広報資
料についての確認 

■志津見ダム水源地域ビジョンの公表方法の審議 

・志津見ダム水源地域ビジョンについて、公表時期、
公表方法等についての審議 

○先行的取り組みについて
のアンケート実施 

○施策内容についての 
意見照会 

○ビジョン（案）の 
説明 
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２．第１回志津見ダム水源地域ビジョン策定委員会について 

 

（１）開催概要 

開催日時：平成 23 年 12 月 12 日(月) 10:00～12:00 

出 席 者：山碕英樹委員長、山下潔委員、天津芳郎委員、植田充弘委員、平山大輔 

審議事項：・委員会の設立 

・志津見ダム水源地ビジョンの策定手法について 

・志津見ダム水源地域ビジョンの理念・目標・基本方針について 

 

（２）第１回委員会での委員意見と対応内容 

①ビジョン策定手法について 

①-1 「水源地域ビジョンの概要」と「策定事例」 

№ 主な意見 対応内容 

１ 水源地域ビジョンの対象となるダムは？ ●委員会で説明済み 

策定要綱 「第１ 目的」の記載内容を説明 

２ 水源地域ビジョンに盛り込む基本項目は？ ●委員会で説明済み 

策定要綱 「第５「水源地域ビジョン」の内

容(２)」の記載内容を説明 

３ 水源地域ビジョンのフォローアップはどのよ

うな手法で行われるのか？ 

●委員会で説明済み 

推進組織に移行してから進めることを説明。

４ 「志津見ダム湖周辺活用計画」をどの程度意識

していくのか。 

●委員会で説明済み 

活用計画に行動計画を付加したものを総合

してビジョンとすることを説明 

５ 弥栄ダムが完成したとき、第１回ドラゴンボー

ト大会が行われ、大変盛り上がっていた。最近

どうなっているのか？ 

●追加説明（H24.2.16） 

ドラゴンボートレースは H19 まで「弥栄湖ス

ポーツフェスティバル」の中で開催。参加者が

固定されていたことから H20 から「弥栄湖サマ

ーピクニック」に変更。今年度はいずれも実施

していない。 

※大竹市役所に確認 

 

 

 

 

①-2 志津見ダム水源地域ビジョンの策定手法について 

№ 主な意見 対応内容 

６ 語る会の４地区の人口、年齢構成 ●委員会で説明済み 

H23.12.1 時点の各地区の人口を説明 

７ 語る会は、基本的には各地区の皆様に参加して

もらうが、地場産業の話であれば商工会、漁

業・農業関係者、子ども達の話であれば中学生、

高校生、情報発信の話であれば報道関係者に参

加してもらうなど、今後の議論の方向性によっ

て対象を広げていけば良い。 

○今後の議論の方向性により、適宜対応 

８ 下流域の方にダムに目を向けてもらうという

意味合いで、下流域の方がダム所在地域へ期待

することなどを機会を設けてアンケート等を

とることはできないか？ 

●委員会で説明済み 

必要に応じて施策としてアンケート調査等

を盛り込むこと検討することを説明。推進組織

に移行した後に実施する位置づけであること

も説明。 

９ ビジョンの中に、下流域の皆様方の責任、参加

を盛り込んでおきたい。 

○流域全体・下流域も念頭において、対応を検

討中 

 

②志津見ダム水源地域ビジョンの理念・目標・基本方針について 

№ 主な意見 対応内容 

10 基本方針（案）の「明るく元気なふるさとづ

くり」に「豊かな」という言葉を入れていた

だきたい。 

●対応済み（第１回委員会で修正） 

「明るく元気で豊かなふるさとづくり」に修

正 

11 「みんなで」というのは、地域はもちろん、

流域全体・下流域の皆様も入っていること事

を念頭に置いていただきたい。 

○流域全体・下流域も念頭において、対応を検

討中 

12 基本方針「美しいふるさとづくり」で「歴史

ある神戸川水源に広がる豊かな自然を守りつ

つ」とあるが、地域には風土記に書かれた志

都美径もあるので、「文化」という言葉もあっ

たほうがよいと思う。 

●対応済み（第２回語る会で修正） 

「歴史・文化に彩られた神戸川水源に広がる

豊かな自然を守りつつ」に修正 

13 人が集まるふるさとづくりに「他地域の人々

も含めた」とあるが、他地域という言葉をや

わらかく言えないか？ 

●対応済み（第１回語る会で修正） 

「神戸川の水で結ばれた地域の人々や、志津

見ダム周辺に訪れる人々」に修正 

14 流域とは下流域を含めた全体ということを加

味してほしい。 

○流域全体・下流域も念頭において、対応を検

討中 
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③水源地域に対する各委員の思い 

№ 主な意見 対応内容 

15 志津見ダムは地域に根ざして、地域はもちろ

ん地域外の方からも愛され、親しまれるダム

湖にならなければならない。志々地域の美し

い八景づくり、八つの柱の神様、志都美径（出

雲風土記）などのすばらしい歴史文化を地域

のふる里づくり、みんなの、飯南町あるいは

島根県のふる里づくりに資していけるような

ビジョンにしたい 

○地域の歴史・文化を活かした施策を検討中 

 

16 この地域に残ってもいいと子供が思える教育

が不足している。 

○地域への愛着を醸成するような施策を検討中

 

17 この地域が将来的に残っていくというのが大

前提である。高齢化の問題、後継者の問題も

あるが、人がこの地域に集まっていただく方

策が必要だと思っている。 

○集客が見込める施策を語る会で検討中 

18 すでに 10 年 20 年続いて定着してきたイベン

トもあるため、今後も継続しながら交流事業

にいかに取り組むか、他地区からいかに人を

呼びこんできて賑わいをつくるかが大きな施

策の一つになる。 

○現在実施しているイベントについても施策の

一つとして検討中 

19 常時ある程度の人にきてもらうためには他の

観光地との連携が大切である。 

○他の観光地との位置関係等を念頭において施

策を検討中 

20 南北に国道 184 号、東西には主要地方道川本

波多線が走っており、幹線が十字に結んでい

る。 

尾道松江道路が来年度末には完成し、交通の

流れが変わる。例えば、三瓶山へ観光する場

合には、今までは観光ルートではなかったも

のが、吉田掛合ＩＣを利用してこの地域が大

きな観光ルートになる可能性もある。 

○地域の現状等を踏まえて施策を検討中 

21 国道 54 号沿いの道の駅と連携して交流ができ

ないか。 

○他の観光地との位置関係等を念頭において施

策を検討中 

22 非常に歴史がある地区であるため、歴史や文

化を引き継いでいく、広めていくことができ

ればと思っている 

○地域の歴史・文化を活かした施策を検討中 

 

 

 

 

 

№ 主な意見 対応内容 

23 孫の世代まで、ここに住みたい、暮らしたい

と思える地域を作っていくために、語る会で

は若い世代の意見も聞きながら、いい思い出、

いい体験ができる場を提供できるよう進めて

いきたい。 

○語る会では、幅広い世代の意見を聞きながら

施策を検討中 

24 ボランティアや NPO だけでは地域作りは難し

いため、人と物が動いて何らかの収入が得ら

れるような仕組みが必要である。 

○収益面も念頭において施策を検討中 

25 水源地域ビジョンということで水源地域にス

ポットをあてているが、広域の視点も踏まえ

つつ他の施策等と連携するようなものを考え

ていかなければと思っている。 

○他の観光地との位置関係等や流域全体を念頭

において施策を検討中 

26 斐伊川神戸川の小学生が環境調査をして環境

マップを作る取り組みをしており、流域全体

での繋がりというのを進めていくことも我々

河川事務所の務めだと思っている。 

○流域全体・下流域も念頭において施策を検討

中 

27 基本理念（案）に「地域に暮らす人々が自ら

の力で自らの幸せな将来のために」という表

現があるが、流域の視点や交流の話があるの

で、自分たちだけでやるというマイナスのイ

メージが出てしまうと思う。 

●対応済み（第１回語る会で修正） 

「地域に暮らす人々が自らの幸せな将来のた

めに力をあわせて、流域全体と連携しながら」

に修正 

28 この地域の古くからの貴重な歴史、文化、人

に誇りをもって若者が積極的に住んでいく地

域づくりをする。 

○地域の歴史・文化を活かした施策を検討中 

29 地に足のついた、足下をしっかりと踏みしめ

た地域づくりが必要である。 

○過大な期待や負荷をかけない施策を検討中 

30 周辺の尾道松江道路をはじめとして、インフ

ラ整備が進められ環境も変わっていくなか

で、他施設、他事業と連携し流域全体を視点

としながら、志々地区がいつまでも元気で、

積極的に若者が住むような幸せな里づくりを

進めていきたい 

○他の観光地との位置関係等や流域全体を念頭

において施策を検討中 

 

 



 

4 

３．志津見ダムの活用を語る会の開催について 

 

（１）開催概要 

会 議 名 第１回 志津見ダムの活用を語る会 

開催日時 平成 24 年 1 月 11 日(水) 19:00～21:00 

出 席 者 地域住民、地域活動団体、関係行政機関、事務局 計 25 名 

テーマ等 ○語る会のすすめ方 

○地域活性化に向けた取り組みについての意見交換 

テーマ：「みんなの考えを出し合おう！」 

要 旨 ■語る会のすすめ方 

○国土交通省の取り組み、志津見ダムにおける水源地域ビジョンの概要、語る会の

位置づけや目的などを説明。 

○志津見ダム水源地域ビジョンの理念・目標・基本方針について、委員会の意見に

もとづく事務局修正案が示され、意見交換の後、語る会で承認。 

○語る会全体のすすめ方について説明。 

■地域活性化に向けた取り組みについての意見交換 

○全国で実施されている水源地域ビジョンの地域活性化に向けた取り組み事例の

紹介。 

○2 班に分かれて、基本方針を実行するためには何をすれば良いか、イメージやキ

ーワード、取り組みのアイディア、課題などについて話し合い、とりまとめ。 

 

会 議 名 第２回 志津見ダムの活用を語る会 

開催日時 平成 24 年 1 月 25 日(水) 19:00～21:00 

出 席 者 地域住民、地域活動団体、関係行政機関、事務局 計 22 名 

テーマ等 ○ビジョンの理念・目標・基本方針 

○地域活性化に向けた取り組みについての意見交換 

テーマ：「取り組み内容について話し合おう！」 

要 旨 ■ビジョンの理念・目標・基本方針 

○理念・目標・基本方針について、第 1 回委員会および第 1 回語る会での意見にも

とづく事務局修正案が示され、意見交換の後、語る会で承認。 

■地域活性化に向けた取り組みについての意見交換 

○2 班に分かれて、基本方針を実行するためには何をすれば良いか、イメージやキ

ーワード、取り組みのアイディア、課題などについて話し合い、施策としてとり

まとめ。 

○続いて、とりまとめた施策を、実施する上での難しさ（工夫次第で何とかできそ

う、頑張ればなんとかなるかも、なかなか手強そう）と、実施時期への地域の思

い（短期、中期、長期）で分類し、各施策の位置づけを表に整理。 

 

 

 

 

会 議 名 第３回 志津見ダムの活用を語る会 

開催日時 平成 24 年 2 月 10 日(金) 19:00～21:00 

出 席 者 地域住民、地域活動団体、関係行政機関、事務局 計 18 名 

傍聴：作野広和島根大学准教授 

テーマ等 ○地域活性化に向けた取り組みについての意見交換 

テーマ：「取り組み内容について話し合おう！」 

要 旨 ■施策の具体的内容について 

○これまでにとりまとめた各施策を、短期的取り組み施策、中期的取り組み施策、

長期的取り組み施策の３つに分類。 

○各班で分類が異なる施策について、ひとつずつ施策の内容や取り組み時期の考え

方等を確認しながら分類を決定。 

○おおむね事務局案の分類どおりとなったが、資料－３の中期的取り組み施策のう

ち「山の恵み学習会」、「民具の常設展示(※)」を短期的取り組み施策に決定。 

  ※遺物と民具の展示は分けて考え「民具の常設展示」は短期的取り組み、

「遺物の常設展示」は長期的取り組みとした。 

■先行施策（案）について 

○短期的取り組みに分類された施策の中から、先行的（一年目）に取り組むべき内

容について意見交換。 

○それぞれの施策の中で出来ることから始めたいという意見のもと、短期的取り組

みに分類されたほとんどの施策について、先行的に取り組めそうな内容を提案。

○先行施策（案）について、アンケート集計結果および当日の意見交換をふまえ、

「水辺で遊べる場づくり」と「シンボルオブジェ作り」は、先行的に取り組む施

策としては見送り。 

○「河川と道路の清掃活動」と「クリーンウォーク」を「河川と道路の景観保全活

動」として統合。 

○「イベントにあわせた展示」と「民具の常設展示」を「民具の展示（常設・イベ

ント）」として統合。 

○「山の恵み学習会」、「イメージキャラクターの活用」、「マップ（パンフレット）

づくり」は「地域懇親会の開催」の中で取り組み項目として話をしていく。 

■志津見ダム水源地域ビジョンの構成について 

○最終的にとりまとめる志津見ダム水源地域ビジョンの構成（目次案）について確

認。 
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（２）意見交換の結果 

【第１回、第２回：基本方針におけるイメージ・キーワードと取り組みアイディアに対する施策の整理】 

委員の
意見

分類①：水源地域の景観向上
1)・環境　・景観維持　・清掃 a.国道184号、県道、町道の景観保全（立木を残しつつ除草管理） ①-1 河川と道路の清掃活動
　・河川をきれいに　・R184沿線景観 b.上下流住民や団体の参加 ①地域はもちろん地域外の方からも愛され、親しまれるダム湖

c.フラワーバレーの除草 ②ビジョンの中に、下流域の責任・参加を盛り込む
d.不法投棄の抑制効果 ③歴史文化を地域のふる里づくりに資する

2)・景観、R184沿線景観　・環境 a.クリーンウォーク（町のウォーキング大会と兼ねる） ①-2 クリーンウォーク ①②⑤⑧ ④「孫の代に集落が維持できる」地域づくり
　・景観維持　・清掃　 b.上下流住民や団体の参加 ⑤郷土愛の育成につながる教育
3)・景観、R184沿線景観　・環境　・景観維持 a.町有林の活用 ①-3 町有林による景観美化 ⑥この地域が将来的に残っていく、人がこの地域に集まる方策
4)・環境　・景観維持　・清掃 a.草刈り研修会（草刈り機械の展示販売、デモンストレーション） ①-4 草刈り研修会（機械の展示販売、デモ） ⑦ 「背伸びをしない、地域資源を活かした」地に足をつけた取り組み
　・河川をきれいに b.上下流住民や団体の参加 ⑧定着してきたイベントの継続、交流事業の取り組み

分類②：牧歌的な風景づくり ⑨常時ある程度の人にきてもらうためには他の観光地との連携が大切
5)・貯水池　・牧場　・景観の復活 a.牛を放して草をなくす ②-1 家畜の放牧 ① ⑩ 国道184号、東西には川本波多線が十字に結んでいるのを利用

b.河川環境整備　牛の放牧により除草 ⑪尾道松江道路完成により、この地域が大きな観光ルートになる可能性
c.羊、山羊の放牧 ⑫国道54号沿いの道の駅と連携、交流
d.堆肥の活用 ⑬歴史や文化を引き継ぎ、広めていく

分類③：四季の彩りフラワーバレー ⑭孫の世代まで、ここに住みたい、暮らしたいと思える地域を作っていく

6)・自然　・環境 a.フラワーバレー　ポピーとコスモス以外の花の時期は？ ③-1 夏の花の花壇整備による年間を通じた花畑の創出 ⑮ 人と物が動いて何らかの収入が得られるような仕組みが必要
b.フラワーバレー年間を通じた花畑 ⑯広域の視点も踏まえつつ他の施策等と連携する

7）･自然　・環境　・景観の復活 a.山野草園 ③-2 フラワーバレーに山野草鑑賞エリアを整備 ①⑦
b.山菜

8)・美しい山　・景観の復活 a.彩りの森　紅葉　ライトアップ ③-3 彩りの森の紅葉をライトアップ
b.ダム周辺の彩りの森　人工林からの転換

9)・自然　・環境 a.一軒一鉢運動 ③-4 一軒一鉢運動を展開
分類④：神戸川エコロジカル・ネットワーク

1)・自然　・環境　　・美しい水　・ホタル a.エコロジカル・ネットワーク　 ④-1 水生生物による簡易水質調査の実施
2)・美しい水、空、山、星 a.志々小前で自然体験　 ④-2 自然観察会 ①②⑤
　・自然　・環境　・ホタル ⑧⑯
3)・自然　・美しい山 a.手の入っていない山を解放してもらう ④-3 山の恵み学習会

b.山の手入れをしながら、山菜など採り方などを教わる
4)・かつての清流　・美しい水　 a.水辺で遊べる場 ④-4 水辺で遊べる場づくり（既存施設の活用）
5)・自然　・環境　・かつての清流　・美しい水 a.志々小前でイカダ
6)・かつての清流　・美しい水　 a.神戸川で泳げる川づくり

分類⑤：神戸川「川の駅」づくり
1)・野菜 ・米　・酒　・魅力づくり　 a.青空市の活性化 ⑤-1 青空市の活性化
　・お金　・お年寄りが楽しむ b.フリーマーケット
　・子供の遊び声 ④⑤⑥

⑦⑨⑩
d.うぐいす茶屋に野菜をもって行き売る→システムができていない ⑪⑫⑭
e.産直　うぐいす茶屋 ⑮
f.ガルテン畑を利用して有機野菜を栽培し、展示圃場にしながらうぐいす茶屋で販売

g.神戸川水系での道の駅（川の道の駅）
h.少量多品種の商品展開

2)・魅力作り　・お年寄りが楽しむ a.うぐいす茶屋の側にすべり台、遊具 ⑤-2 憩いの場の充実
　・子供の遊び声 b.古宮の名木周辺の公園化

c.車で来て自由にキャンプできる場所の提供（水・トイレ・区画整理）
3)・野菜 ・米　・酒　・魅力づくり　・お金　 a.自然農法　特産品 ⑤-3 特産品の開発

b.自分たちが愛せる特産品
c.薬草園（十五茶の生産）
d.エコ米の生産

分類⑥：地域コミュニティーの強化
4)・酒　・魅力作り　・お年寄りが楽しむ a.みなで集まって話し会う場が欲しい ⑥-1 地域懇親会の開催 ④⑤⑭

b.世代を超えて話をする場がなくなった
c.お酒など飲みながらざっくばらんな話ができれば、いろんなアイディアがでる

分類⑦：志津見湖のイメージアップ
5)・魅力作り　・お年寄りが楽しむ a.志津見ダムのイメージキャラクターとか ⑦-1 イメージキャラクターの活用 ①

b.今あるキャラクターの活用
分類⑧：自然にやさしいエコ活動

6) - a.竹の粉砕チップの利用 ⑧-1 水源地域の自然にやさしいエコ活動の展開 ④⑭
b.古木利用
c.イベント会場前小堰堤の落差を利用して水車を設置し小水力発電
d.ソーラーパネル
e.水力発電

分類⑨：伝えよう ふるさとの歴史と文化
1)・野菜 ・米　・酒　・魅力づくり a.(例)松江市/片江地区　尾原地区　料理を教えてもらっている ⑨-1 食文化伝承レシピの作成
　・お年寄りが楽しむ b.“食文化伝承”レシピを作る
2)・遺跡　・土器 a.遺跡の活用 ⑨-2 遺物・民具の常設展示 ③⑬

b.遺物展示施設の整備
3)・民具　・民具(農具)　 a.農具の展示 ⑨-3 イベントにあわせた展示

凡　例基本方針 イメージ・キーワード 取り組みアイディア 施策の分類と取り組み施策

１：美しい
　　ふるさと
　　づくり

＜委員の意見＞

c.うぐいす茶屋を拠点に活性化→移動販売カー（生活雑貨、食料品な
どを売り歩く）による商品の集荷など複合型の集荷・販売システム

施策テーマ

Ⅰ．水源地域の
　　景観形成施策

Ⅱ．自然環境の
　　保全活用施策

Ⅳ．地域の有する
　　歴史文化の
　　継承施策

Ⅲ．水源地域の
　　活性化施策

２：明るく元気で
　　豊かなふるさ
　　とづくり
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委員の
意見

分類⑩：水源地域の修景
1) - a.貯水池に水を溜める ⑩-1 サインの設置による水源地域の明示 ①

b.地元、訪れた人たちに水源地を意識してもらう ⑩-2 草花、花木植栽による水源地域への ①地域はもちろん地域外の方からも愛され、親しまれるダム湖
c.さつき会館周辺（上流部）への桜の植栽      ゲートづくり ②ビジョンの中に、下流域の責任・参加を盛り込む
d.玄関口としてのイメージをつくる ③歴史文化を地域のふる里づくりに資する
e.志津見ダムの水源地域を明示したい ④「孫の代に集落が維持できる」地域づくり
f.志津見ダムのエリアに入ったのだ…という印象をアピールしたい ⑤郷土愛の育成につながる教育

分類⑪：湖畔イベントの開催 ⑥この地域が将来的に残っていく、人がこの地域に集まる方策
1)・帰省　・楽しむ（子供が集まる案） a.神戸川水系のイベント ⑪-1 ポピー祭、コスモス祭開催 ⑦ 「背伸びをしない、地域資源を活かした」地に足をつけた取り組み

b.ポピー祭、コスモス祭 ⑧定着してきたイベントの継続、交流事業の取り組み
c.フラワーバレー野外コンサート ⑪-2 フラワーバレー野外コンサート ①⑧⑯ ⑨常時ある程度の人にきてもらうためには他の観光地との連携が大切
d.七夕祭り ⑪-3 七夕祭り ⑩ 国道184号、東西には川本波多線が十字に結んでいるのを利用
e.LEDライトアップ、夜間イベントとして出店も ⑪-4 ナイトバザール ⑪尾道松江道路完成により、この地域が大きな観光ルートになる可能性
f.志々ファングラブ ⑪-5 志々ファングラブ ⑫国道54号沿いの道の駅と連携、交流
g.オロチのオブジェ、オロチの里作りなど地域のシンボルが欲しい ⑪-6 シンボルオブジェ作り ⑬歴史や文化を引き継ぎ、広めていく
h.大国主命、須佐之男命など神戸川にちなんだ神話 ⑭孫の世代まで、ここに住みたい、暮らしたいと思える地域を作っていく

分類⑫：湖面イベントの開催 ⑮人と物が動いて何らかの収入が得られるような仕組みが必要
2) - a.巡視船で楽しむ ⑫-1 湖面巡視体験 ①⑧ ⑯広域の視点も踏まえつつ他の施策等と連携する

b.カヌー教室 ⑫-2 カヌー教室
c.魚釣り大会 ⑫-3 魚つり大会
d.ダム湖面でのラジコンボートレース ⑫-4 ラジコンボートレース大会

分類⑬：志々のみどころ紹介
3)・名所 a.手作りの看板を設置する ⑬-1 手作りみどころ案内板

b.湧水エリアやパワースポットなどの紹介
c.紅葉時期にクラインガルテンをアピール
d.うぐいす茶屋前の霧と日の出の風景

4)・トイレがある駐車場 a.情報を出す(HP) ⑬-2 マップ（パンフレット）作り ①③⑦
　・名所　 b.近場の小さなイベントも含めたパンフレット作り
5)・名所　・夜空 a.フォトポイント、見所の紹介 ⑬-3 フォトコンテストの開催

b.フォトコンテスト
分類⑭：田舎ツーリズムの展開

6) - a.除雪・除草体験＋田舎の食事＝田舎ツーリズム ⑭-1 田舎体験 ①③⑨⑮
b.農業体験
c.体験宿泊（民泊）
d.伊丹市（姉妹都市）との小学生交流

分類⑮：他地区との連携
7)・大田市との連携　・桜並木（大田市） a.アウトレットモール ⑮-1 三瓶山・石見銀山との連携検討 ⑨⑩⑪
　・石見銀山との連携 b.石見銀山を含めた観光コースづくり
　・「三瓶山」の活用 c.スキーに行って温泉に入れる
　・温泉（昔出ていたらしい） d.企業の新人研修（三瓶山）

＜委員の意見＞

３：人が集まる
　　ふるさと
　　づくり

凡　例基本方針 イメージ・キーワード 取り組みアイディア 施策の分類と取り組み施策

Ⅵ．上下流の
　　交流施策

施策テーマ

Ⅴ．水源地域の
　　ピーアール
　　施策
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【第２回：施策の位置づけ（難易度・実施時期）の整理】 

 

 

 

 

【第３回：施策の実施時期（短期・中期・長期）の分類】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

短期的取り組み施策 中期的取り組み施策 長期的取り組み施策 

○河川と道路の清掃活動 

○クリーンウォーク 

●町有林による景観美化 

●草刈り研修会 

●彩りの森の紅葉をライトアップ 

○水生生物による簡易水質調査 

○自然観察会 

●山の恵み学習会 

●水辺で遊べる場づくり 

●青空市の活性化 

○食文化伝承レシピの作成 

●地域懇親会の開催 

●イメージキャラクターの活用 

○民具の展示 

○ポピー祭、コスモス祭開催 

●志々ファングラブ 

●シンボルオブジェ作り 

○湖面巡視体験 

●カヌー教室（PTA 対象） 

●マップ（パンフレット）づくり 

○フォトコンテストの開催 

●家畜の放牧 

○年間を通じた花畑の創出 

○フラワーバレーに山野草鑑賞エリア 

○一軒一鉢運動を展開 

●憩いの場の充実 

○特産品の開発 

●自然にやさしいエコ活動の展開 

○サインの設置による水源地域の明示 

○水源地域へのゲートづくり 

○七夕祭り 

●カヌー教室（一般対象） 

●ラジコンボートレース大会 

●手作りみどころ案内板 

●田舎体験 

●三瓶山・石見銀山との連携 

●遺物の展示 

○フラワーバレー野外コンサート 

○ナイトバザール 

○魚つり大会 

注）○：１班と２班で同じ分類の施策  ●：１班と２班で分類の異なる施策 赤文字は第３回語る会での変更箇所 

短期的 

取り組み施策

中期的取り組み施策

長期的取り組み施策



 

8 

【第３回：１年目の実施施策の方向性】 

●1 年目の実施施策の選定 

基本方針 施策の分類および取り組み施策 
ｱﾝｹｰﾄ
結果 

実施
有無 

新規
既存

備考 

分類①：水源地域の景観向上     

 ①-1 河川と道路の清掃活動 11 ○ 既存  

 ①-2 クリーンウォーク 9 ○ 既存 ①-1 に統合 

 ①-3 町有林による景観美化 5 ○ 既存  

 ①-4 草刈り研修会 6 ○ 新規 ①-1 に統合 

分類③：四季の彩りフラワーバレー     

 ③-3 彩りの森の紅葉をライトアップ 6 ○ 新規  

分類④：神戸川エコロジカル・ネットワーク     

 ④-1 水生生物による簡易水質調査の実施 7 ○ 既存  

 ④-2 自然観察会 9 ○ 新規  

 ④-3 山の恵み学習会 － ○ 新規 ⑥-1 に統合 

1:美しい 
ふるさとづくり 

 ④-4 水辺で遊べる場づくり（既存施設の活用） 7 - 新規 2 年目以降に実施

分類⑤：神戸川「川の駅」づくり     

 ⑤-1 青空市の活性化 9 ○ 既存  

分類⑥：地域コミュニティーの強化     

 ⑥-1 地域懇親会の開催 8 ○ 新規  

分類⑦：志津見湖のイメージアップ     

 ⑦-1 イメージキャラクターの活用 5 ○ 既存 ⑥-1 に統合 

分類⑨：伝えよう ふるさとの歴史と文化     

 ⑨-1 食文化伝承レシピの作成 5 ○ 新規  

2:明るく元気で 
豊かな 
ふるさとづくり 

 ⑨-3 民具の展示 6 ○ 新規  

分類⑪：湖畔イベントの開催     

 ⑪-1 ポピー祭、コスモス祭開催 12 ○ 既存  

 ⑪-5 志々ファングラブ 3 ○ 新規  

 ⑪-6 シンボルオブジェ作り 3 - 新規 2 年目以降に実施

分類⑫：湖面イベントの開催     

 ⑫-1 湖面巡視体験 4 ○ 新規 ⑪-1 に統合 

 ⑫-2 カヌー教室（PTA 対象） 2 ○ 新規 ⑪-1 に統合 

分類⑬：志々のみどころ紹介     

 ⑬-2 マップ（パンフレット）づくり 7 ○ 既存 ⑥-1 に統合 

3:人が集まる 
ふるさとづくり 

 ⑬-3 フォトコンテストの開催 8 ○ 既存  

注）アンケート回答数：13、 新規：新たに取り組む施策 既存：すでに取り組んでいる施策を見直しながら継続 

●アンケート自由意見のまとめ 

＜ビジョン全般に関する意見＞ 

○関係行政機関や地域が連携を図りながら、協働で実施することが重要。 

○施策はいくつかに絞って（例えば環境・景観を優先するなど）重点化し、そこから発展する方法がよい。 

○「いつやるか」「誰が中心となってやるか」「経費はどうするか」が課題。 

＜その他の主な意見＞ 

○既存事業との兼ね合いに配慮が必要。 

○景観については、目につきやすいところから着手する。 

○青空市の活性化は、集荷範囲、方法などシステムを構築し、産品についてはこれまでの知識〔農や林、

食〕の延長線で物事を考えるのがよい。 

○志々地区の名所旧跡等のマップや看板をつくることにより、地域理解の促進や地域を誇りに思う心の

育成につなげる。 

○飯南町、大田市（三瓶山、サヒメルなど）、川本町などとの連携が必要。       など 

【第３回：志津見ダム水源地域ビジョンの構成】 

●志津見ダム水源地域ビジョンの目次（案） 

 

目次（案） 

 

Ⅰ． 水源地域ビジョン策定の背景  

１．水源地域の概況  

２．水源地域ビジョン作成の経緯 

３．志津見ダム水源地域ビジョンの位置づけ 

 

Ⅱ． 志津見ダム水源地域ビジョン  

１．基本理念・地域の目標像・基本方針 

（１）基本理念と地域の目標像 

（２）基本方針 

２．取り組み施策 

（１）取り組み施策の体系 

（２）取り組み施策の内容 

① 美しいふるさとづくりに向けて 

② 明るく元気で豊かなふるさとづくりに向けて 

③ 人が集まるふるさとづくりに向けて 

（３）先行施策 

３．推進体制  

（１）推進方法 

（２）推進組織 

 

Ⅲ． 策定組織と策定経緯  

１．ビジョンの策定組織 

２．ビジョンの策定経緯 
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４．広報について 

（１）ホームページによる広報 

●国土交通省出雲河川事務所ホームページ上での委員会資料の公開 
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（２）ダム便りによる広報 

 ●国土交通省 出雲河川事務所 志津見ダム管理支所発行の「志津見ダム便り」にビジョンについての記事

を掲載し、ホームページで公開。 

 

（３）その他 

●ニュースレターの作成・配布 

委員会及び語る会開催後に、取り組み内容を『志津見ダム水源地域ビジョンニュース』としてとりまと

め、これまでに vol.1～vol.4 を発行した。 

配布先については、従前のダム関連広報誌の配布先に、上下流交流や国道 54 号との連携を考慮した配布

先を加えて、広域的に広報した。 

 

『志津見ダム水源地域ビジョンニュース vol.1』 

  ・発行：平成 24 年 1 月 4 日 

・内容：ビジョンの策定について、第１回委員会の開催概要 

 

『志津見ダム水源地域ビジョンニュース vol.2』 

 ・発行：平成 24 年 1 月 24 日 

・内容：第１回語る会の開催概要 

 

『志津見ダム水源地域ビジョンニュース vol.3』 

 ・発行：平成 24 年 2 月 9 日 

・内容：第２回語る会の開催概要 

 

『志津見ダム水源地域ビジョンニュース vol.4』 

 ・発行：平成 24 年 2 月 17 日 

・内容：第３回語る会の開催概要 

 

 

【配布先】 

○国土交通省出雲河川事務所 

○飯南町産業振興課 

○志々公民館 

○やまめの渓（クラブハウス） 

○島根県庁 斐伊川神戸川対策課 

○雲南県土整備事務所 

○出雲市佐田支所 

●道の駅 とんばら 

●道の駅 赤来高原 

●出雲県土整備事務所 

●出雲市建設企画課 

●国土交通省松江国道事務所 

※○は従前からダム関連広報誌の配布先 ●は連携拡大の観点から新たに追加した配布先 
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５．策定スケジュール 

 

平 成 23 年 度 工  程 

12月 １月 ２月 ３月 

志津見ダム水源地域ビジョン 

策定委員会 

 

志津見ダムの活用を語る会 

            

ビ 

ジ 

ョ 

ン 

策 

定 

組 

織 

に 

よ 

る 

検 

討 

議事事項等 

            

注）赤文字は、第 1 回委員会資料から変更した箇所を示す。 
 

 

第
１
回 

語
る
会
（
1
／
11
）

第
４
回 

語
る
会
（
２
／
27
予
定
）

第
２
回 

策
定
委
員
会
（
２
／
20
） 

第
３
回 

策
定
委
員
会
（
３
月
中
旬
） 

○

基
本
方
針
（
案
）
の
審
議 

○

策
定
手
法
の
審
議 

○

策
定
委
員
会
の
設
立 

○

ビ
ジ
ョ
ン
の
公
表
方
法
の
審
議 

○

ビ
ジ
ョ
ン
案
の
審
議
・
承
認  

○

ビ
ジ
ョ
ン
の
検
討
状
況
の
確
認 

○

ビ
ジ
ョ
ン
（
素
案
）
の
確
認 

○

ビ
ジ
ョ
ン
推
進
体
制
に
つ
い
て
の
意
見
交
換 

○

活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
具
体
化 

○

活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
意
見
交
換 

○

ビ
ジ
ョ
ン
策
定
の
方
向
性
の
審
議 

○

策
定
手
法
の
審
議 

○

ビ
ジ
ョ
ン
の
検
討
状
況
の
確
認 

○

活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
意
見
交
換 

○

語
る
会
す
す
め
方
の
確
認 

○

語
る
会
の
設
立 

第
１
回 

策
定
委
員
会
（
12
／
12
） 

第
２
回 

語
る
会
（
1
／
25
）

○

先
行
的
取
り
組
み
の
検
討 

○

活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
具
体
化 

第
３
回 

語
る
会
（
２
／
10
）


